
平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

大学等名：北九州市立大学
テーマ ：テーマⅡ（学修成果の可視化）

今回の取組では、三層構造の学修成果の可視化の観点から、全学的教学マネジメントの改善にアプローチする。第１段階では、全学共通のＡＰ(アドミッションポリシー)・ＣＰ(カリキュラムポリシー)・ＤＰ
(ディプロマポリシー)を体系的に整理し、大学が求める人材育成のための基本的事項の整備を行い、授業改善につなげていく。第２段階では、ＤＰに即した人材育成が計画的に進行しているか、自己評価
システムを確立し全学生を対象に学修到達度調査等を実施し、社会に出るために必要な認知・汎用能力等を客観的に測定する。第３段階では、更に各学部ごとにＷＩＬ(Work Integrated Learning)による
学修成果の可視化を行う。具体的には、アクティブ・ラーニング科目を設定し、多面的評価による学生評価指標と地域による実践教育波及指標を導入し、成績評価の項目として設定して、WIL受講学生の
成長の可視化を図る。
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【 構成要素 （指標の変数）】
①WILにおける目標設定の達成度
②活動人数，活動量の増加率の算出
③交流人口・経済効果等の算出
④関係者の満足度調査
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分析

①社会における課題の理解
②対人・対自己の基本的コンピテンシー
③問題解決など他者と協働し成果に

繋げるコンピテンシー

ＷＩＬで身につけた知識や能力
（質問紙、第三者面接、第三者演習）
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【 手法 】
①アンケート調査
②個別ヒアリング
③地域調査
※各階層で行う。

全国の実践型教育プログラムへ波及 第３段階のモデル化

○○実践論Ⅰ・Ⅱ

社会波及(ソーシャル・インパクト）指標

２６年度 ２８年度（目標値） 30年度（目標値）

学生の授業時間外学修時間 未測定 12時間／週 15時間／週

学修到達度調査の実施 未測定 １９．７％ １００％

学生評価指標を用いた成績評価の実施 未測定 １３．１％ ２１．３％

【事業の成果】
・本事業を実施することにより、主体的な学び、学修成果
の自己管理・自己分析を行うことが、学生の成長にどのよ
うに効果があるか検証することで、教育・学修成果の可視
化に関する教育制度改革をより一層、進展・進化させる。

・事業実施により、近年実践型教育が全国的に設置されて
いる中、学生の成長の可視化と実践型教育による大学外
の波及効果を算出する本事業の評価指標は、全国的な指
標モデルとして先駆的役割を果たすものである。


